
 

 

 

 

 

 

 

大蔵村 橋梁長寿命化修繕計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝の沢大橋（市町村道 土合・滝ノ沢線 平成１５年架設） 
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更新履歴 

 

更新年月 策定・更新内容 

2011 年 9 月 ・橋梁長寿命化修繕計画策定（対象橋梁数 40 橋） 

2018 年 3 月 ・定期点検は全ての橋梁 5 年サイクルで実施することとしました。 

・最新の点検結果（2015 年度に実施）を踏まえ、修繕スケジュー

ルの更新および計画の効果検証を実施しました。 

2022 年 3 月 ・対象橋梁数の更新を行いました。（前回から 3 橋増の 43 橋） 

・大蔵村の村勢を記載しました。 

・管理橋梁の点検の実施状況および状態推移を記載しました。 

・2011 年度以降の修繕の実施状況を記載しました。 

・前回計画に対する実施状況の検証を行い、本計画の基本方針に

ついて、下記の通り一部見直しを行いました。 

①管理橋の特性を考慮し、管理区分の見直しを実施しました。 

②飛行型ロボット(橋梁点検専用ドローン）等、新技術の積極的

な活用の検討を明記しました。 

③「山形県道路橋梁メンテナンス統合データベース（ＤＢＭＹ）」

を今後の橋梁の維持管理に積極的に利活用することを明記し

ました。 

④橋梁点検時に橋座部の土砂撤去作業ができるよう、点検業者

と連携を図ることにしました。 

⑤橋を守るための取り組みについて、既存の業者と連携を図る

ことにしました。 

⑥排水枡（管）や防護柵も計画的に対策を実施する方針としま

した。 

⑦他部材への損傷進行助長が確認される橋梁について、優先的

に対策を実施する方針としました。 

⑧橋梁の長寿命化および修繕・維持費用の縮減方針を明記しま

した。 

・最新の点検結果（2020 年度に実施）を踏まえ、修繕スケジュー

ルの更新および計画の効果検証を行いました。 

 

2022 年 10 月 ・新技術等の活用方針、費用の縮減に関する具体的な方針につい

て追記しました。（P.10） 



１．大蔵村の村勢紹介 

 

【大蔵村の地勢】 

大蔵村は山形県の内陸北部、新庄盆地の南部に位置し、村の

南側の大部分は月山、葉山とそれに連なる山々に覆われている

ため、村総面積のうち約 85％が山林面積です。また、広々とし

た台地が各処にあり、農耕地や酪農地として利用されています。

さらに、村内を南北に流れる銅山川と赤松川周辺には、国土交

通省等が指定する地すべり防止区域が多く点在しています。 

 

【大蔵村の気候】 

盆地地形および特別豪雪地帯指定地域に位置するため、朝夕

の気温差や季節の温度変化が大きいです。夏はフェーン現象の

影響で連日30度を越す真夏日になる事も多く、冬は季節風の影

響で約 3ｍの積雪となる地域があります。このため、冬期による

寒暖の差が大きいことから、今後、凍害による損傷が顕在化す

る可能性があります。 

 

【大蔵村の人口】 

村の人口は、2000 年から 2020 年まで比

較してみると 2000 年の“4,528 人”から

2020 年には“3,170 人”と約 30％減少し

ています。 

また、65 歳以上の高齢者の人口は、全体

の 38％であり、全国や山形県と比較すると

人口に占める高齢者の割合が高く、高齢化

が進んでいます。 

 

【大蔵村の交通】 

大蔵村内には国道 458 号が縦断しており、

主要な交通道路となっています。また、上

述した銅山川と赤松川の他、1 級河川最上

川も流れており、これらを渡河する道路は

重要な位置付けとなっています。このた

め、村民の生活にとって橋は重要な役割

を担っています。 

 

図-1 大蔵村の位置 

総務省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより 

表-1 大蔵村の人口推移 

表-2 全国、山形県、大蔵村の人口構成 

総務省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより 



２．長寿命化修繕計画の背景・目的 

 

（１）背景 

大蔵村では、2021 年度現在で 43 橋（橋長 2m 以上、歩道用橋梁も含む）の道路橋を管理し

ています。このうち 1970～1989 年（昭和 45～64 年）ころの高度経済成長期の後半から 20 年

間に架けられた橋梁が、今後、急速に高齢化が進むことで、近い将来、維持管理コストが膨大

となり、道路利用者への安全・安心なサービスを提供することがだんだん難しくなる恐れがあ

ります。 

また、村の人口は年々減少傾向にある反面、高齢者の割合は年々高くなっており、少子高齢化

による社会保障費の増大を鑑みると、維持管理に関する予算の減少も想定されるため、維持管理

における更なるコスト縮減が求められます。 

 

＜架設年別の橋梁数分布＞        ＜架設後 50 年以上の橋梁の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 架設年別橋梁数分布と架設後 50 年以上の橋梁の推移 

（２）目的 

村民の安全・安心の確保とコスト縮減、持続可能な維持管理を目的に以下の方針で計画を策

定します。 

①道路ネットワークの安全性・信頼性の確保 

橋梁点検や修繕・架け替えを計画的に進め、事故等につながる損傷を早期に発見するとと

もに、生活や一般交通に支障を及ぼさないよう橋梁を最適な状態に保ち、道路ネットワー

クの安全性、信頼性を確保します。 

②長寿命化およびコスト縮減 

これまでの対症療法的な対応から、新技術の活用を行った計画的かつ予防保全的な対応に

転換することにより、橋梁の長寿命化を図るとともに、トータルとしての維持管理費用の

増大を抑制します。 

③維持管理の継続的な実施 

計画的な維持管理を行い、補修工事の早めの実施等により、橋梁等の構造物の健全化を図

るとともに、計画や事業の執行状況を定期的に評価・見直しを行い、より効率的・効果的

な維持管理計画を策定し、将来における維持管理に反映させます。 

（維持管理計画→実施：点検・診断・修繕→事業評価→維持管理計画更新 を継続的に実施） 

 

架設後 50 年 以上
架設後 50 年 未満

現在（2022年） 20年後（2042年）



３．管理橋梁の点検状況および状態の推移 

 

（１）対象橋梁 

2011 年度および 2017 年度の計画時は全管理橋が 40 橋でしたが、2021 年度の長寿命化修

繕計画では、43 橋（前回から 3 橋増）が管理橋梁になっています。 

 

（２）点検実施状況 

2008 年の初回点検から、これまでに 3 回の点検を実施しており、定期的に橋梁の状況把

握を行っています。 

表-3 点検実施状況 

点検年度 点検回数 合計 摘要要領 

2008 年度 
1 回目 40 橋（100%） 

山形県橋梁点検要領（案）[H18.9] 

2009 年度 山形県橋梁点検要領（案）[H21.8] 

2015 年度 2 回目 40 橋（100%） 山形県橋梁点検要領[H26.7] 

2020 年度 
1 回目 3 橋（7.0%） 

山形県橋梁点検要領[R02.3] 
3 回目 39 橋（90.7%） 

 

（３）点検結果より診断した管理橋梁の状態推移 

点検結果より診断した管理橋梁の状態を下表に示します。 

2015 年度に点検を実施した橋梁では、42.5%が健全な状態(Ⅰa)でした。 

2020 年度に点検を実施した橋梁では、52.4%が健全な状態(Ⅰa)、状況により対策が必要

(Ⅰb)な橋梁は 9.5%であり、前回点検時より大きな損傷進行は見られませんでした。 

以下に診断結果の内訳を示します。 

表-4 点検結果より診断した管理橋梁の状態推移 

点検年度 2015 年度 2020 年度 

点検方法 近接目視 近接目視 

点検・診断した橋梁数 40 橋 42 橋 

橋
梁
の
状
態 

緊急に対策が必要と診断された橋梁（Ⅳ）  1 橋（2.5%）  0 橋（0.0%） 

早期に対策が必要と診断された橋梁（Ⅲa、Ⅲb） 3 橋（7.5%） 4 橋（9.5%） 

早めに対策が必要と診断された橋梁（Ⅱ） 13 橋（32.5%） 12 橋（28.6%） 

状況により対策が必要と診断された橋梁（Ⅰb） 6 橋（15.0%） 4 橋（9.5%） 

補修の必要が無いと診断された橋梁（Ⅰa） 17 橋（42.5%） 22 橋（52.4%） 

  

計画的な修繕を実施できているため、対策区分Ⅳ（緊急対策が必要）と診断された橋梁は

なくなり、村民の安全・安心を確保できています。 

また、対策区分Ⅲ（早期対策が必要）と診断された橋梁の修繕についても、今後数年以内

に完了予定であり、予防保全的な対策に移行する段階です。 

 



４．長寿命化修繕計画更新の経緯と修繕状況 

 

（１）長寿命化修繕計画更新の経緯 

2011 年度（平成 23 年)に計画を策定してから 10 年、2017 年度（平成 29 年)に計画を

更新してから 4 年が経過し、橋梁の維持管理を取り巻く環境も変化をしています。人口減

少等に伴う歳入の減少、人件費や諸経費の上昇に伴う工事費の増大、橋梁点検要領の改訂

に伴う近接目視点検の義務化、点検精度の向上に伴う新たな損傷の発生、村職員の減少に

伴う日常的維持管理水準の低下の懸念があります。 

一方、橋梁点検の分野では、安全で経済的に点検やデータ収集を行うために、各種ロボ

ット開発が進められており実用化もされてきています。 

また、情報基盤の整備の分野では、橋梁の維持管理や更新、補修に関する既存のデータ

ベース活用が発達し、橋梁維持管理業務の効率化、高度化、コスト削減を図ることを目的

に開発された「山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム（ＤＢＭＹ）」の

運用も開始されています。 

今回の計画更新では、これらの変化に柔軟に対応するほか、民間活力の活用を推進する

ため見直しを行いました。 

また、2020 年度（令和 2 年）に実施した最新の橋梁定期点検および診断結果に基づいて

修繕スケジュールの見直しを行いました。 

 

（２）修繕の実施状況 

2011 年度、2017 年度に策定した計画に基づいて、2020 年度までに 11 橋の修繕対策を実

施しました。 

対策を講じた橋梁は、下表の通りです。 

表-5 対策完了橋梁一覧 

対策実施年度 路線名 橋梁名 

2011 年度 升玉線 升玉橋 

〃 赤松・滝ノ沢線 名向戸橋 

2012 年度 蕨野・柳渕線 柳渕橋 

2013 年度 土合・滝ノ沢線 沼の台橋 

2014 年度 折渡・平林線 平林向橋 

〃 肘折・川向線 小松渕橋 

2015 年度 柳渕・豊牧線 蔦郷橋 

2018 年度 肘折・川向線 川向橋 

2019 年度 蕨野・柳渕線 銅山橋 

〃 沼ノ台・上山線 上山橋（2016 年度から修繕） 

2020 年度 熊高・平林線 蝉の沢橋 

 



５．長寿命化修繕計画の基本方針 

 

（１）管理区分の設定 

ライフサイクルコストを考慮し、橋梁諸元や構造形式、架橋条件を踏まえた４つの管理区

分を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 管理区分選定フロー 

 

 

 

 

 



 

 

（２）健全度の把握 

【橋梁点検】 

○山形県橋梁点検要領（R2）に基づいた定期点検の実施（対象：全管理橋梁） 

・橋梁の専門家により 5 年に 1 度、近接目視点検を実施します。 

・滝の沢大橋および豊牧 1 号橋の高橋脚の点検において、飛行型ロボット(橋梁点検専

用ドローン）の活用を検討します。（新技術の活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 橋梁点検専用ﾄﾞﾛｰﾝによる点検状況 

○緊急点検の実施（対象：全管理橋梁） 

地震や大雨など災害が発生した際には、地区住民が行っている防災パトロールと連携

し、迅速な安全確認および、被害状況の把握を行います。 

 

【橋梁診断】 

○橋梁点検結果をもとに対策の必要性および、対策時期を適切に判断するため、対策区

分（下表）に従い橋梁診断を専門家が実施します（山形県県土整備部による技術的助

言を受けて診断を行います）。 

表-6 対策区分 

対策区分 内容 

Ⅰ 

Ⅰa 

健全 

構造物の機能に支障が生じておらず、措置の必要がない状態。 

Ⅰb 
構造物の機能に支障が生じておらず、当面措置の必要はないが、

状況に応じて措置を講ずる必要もありうる状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 

Ⅲa 

早期措置段階 

道路橋としての構造安定性への影響はないが、第３者被害等の

観点で、早期に措置を講ずべき状態。 

Ⅲb 
構造物としての機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置

を講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずべき状態。 



 

 

（３）既存データの利活用 

○これまでの点検データや新たな点検データは、「山形県道路橋梁メンテナンス統合デー

タベース（ＤＢＭＹ）」に登録して今後の橋梁の維持管理に積極的に利活用します。 

 

（４）日常的な維持管理の実施 

○排水桝の土砂詰まりの解消および橋座面の堆積土砂撤去は、橋梁定期点検時に作業が

できるように、点検業者と連携を図ります。 

 

○既存の事業（除雪維持業者等）と連携し、橋を守るための取組み（路面の清掃、草刈

り）を実施します。 

 

○防護柵等の軽微な腐食や塗膜傷などの損傷が確認された場合は、修繕工事の中で計画

的に対策を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 部材名の説明 

 

○他部材への損傷進行が助長される橋梁については、漏水対策、水じまい対策等、優先

的に修繕を実施します。 

                         

○積雪により冬期の車両通行が不可になる路線に架かる橋梁は、車両の通行が可能となっ

た段階（冬期以降）で可能な限りの目視点検を行い、安全性を確認してから交通を開放

します。 

 

○地すべり防止区域に架かる橋梁は、状況に応じた適切な時期に点検を実施し、必要に応

じて対策を実施します。 

 

（５）技術者（村職員）の育成 

○山形県等が主催する橋梁点検や補修に関する講習会等に参加し、橋梁の劣化損傷特性、

点検技術手法、対策工法の選定などの知識や見識を深め、日常管理に役立てます。 
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（６）橋梁の長寿命化および修繕・維持費用の縮減 

○損傷が深刻化してから大規模な修繕を実施する対症療法から、定期的に点検を実施して損

傷が深刻化する前に修繕を実施する予防保全への転換を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 対症療法から予防保全への転換のイメージ 

 

○床版防水層の設置や伸縮装置の非排水化等、防水・止水対策を行うことにより、橋梁の長

寿命化を図ります。 

 

○高耐久性塗装（鋼部材）や支承の金属溶射等、機能や効果を長い期間持続出来る材料を使

用し、塗り替え回数を減らすことにより修繕費用の縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 橋梁の部材名 

 

○損傷が著しいため、補修よりも架替または構造変更を行った方が経済的な橋。また、そう

することにより、今後の維持管理費用を低減出来る型式の橋（橋長 5m 未満の小規模橋）

については、橋梁点検により損傷の状況を確認しながら順次更新の検討を行います。 

 

○3 巡目点検時に飛行型ロボット(橋梁点検専用ドローン）を活用することにより、約 25 万

円程度の点検費用縮減を目標とします。（維持費用の縮減） 

 

○撤去が可能となる「入口橋」について、5 年後の 2026 年度までに撤去を完了させることで、

将来的な維持費用の縮減（今後 50 年間で約 680 万円）を図ります。（集約化・撤去） 

対症療法 予防保全 



 

 

（７）橋梁マネジメントサイクル 

○点検、診断、修繕、記録の橋梁マネジメントサイクルを定着化させ、効率的・効果的な維

持管理を実施します。 

 

 

図-7 橋梁マネジメントサイクル 

 



６．長寿命化修繕計画による効果（試算） 

 

○2020 年度の橋梁点検に基づく試算によれば、橋梁長寿命化修繕計画に基づく計画的な対策

（予防保全型管理）を実施した場合、全橋梁を従来の「傷んでから治す管理（対症療法型

管理）」を継続した場合と比較して、今後 50 年間で、33.4 億円→13.0 億円（▲20.4 億円）

となり、約 61.1％の縮減効果が見込まれます。 

 

○今後も継続的な橋梁定期点検の実施、日常的な維持管理の継続を行うことで、予防保全的

工事を計画的に行います。また、今後 50 年間に架け替えとなる橋梁数を必要最小限とす

ることにより、架け替え費用を低減し、更なるコスト縮減を図ります。 

 

○今回は新技術を導入した場合の検証も行いました。今後も継続して検証を行い、よりよい

ものを活用することで、将来的に更なる事業費の縮減に努めます。 

 

  

図-8 将来の事業費予測 

 

 



７．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

（１）計画策定担当部署 

山形県 大蔵村 地域整備課 

 

（２）意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

東北大学大学院工学研究科、インフラ・マネジメント研究センター 

 センター長（大学院工学研究科・教授） 久田 真 
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